
第６期坂井市行政改革推進協議会

第８回　議事録

平成30年3月19日



会　議 記　録 承　認

日　時 事務局 行政経営課

場　所 西出 杉田課長

出席委員

欠席委員

事務局

(行政経営課長)

（副市長）

(行政経営課長)

Ⅱ会議 会長あいさつ

(井上会長) 　皆様こんにちは。本日は今年度第２回の行政改革推進協議会にご出
席いただきまして、誠にありがとうございます。今ほど副市長さんからも
ごあいさつありましたように、今年は大雪に見舞われて、特に坂井市や
あわら市周辺は非常に深刻な状況になってしまったのかなと思っており
ますが、もう早くも雪がなくなり春の季節になってきたなというところでご
ざいます。
　先ほどの話の中にもありましが、今年度は行政改革の初年度というこ
とでスタートしたばかりですが、取り組み状況の一部をご報告いただくと
ともに、新年度の予算も行革の重要な一部ということになりますので、そ
れについてのご説明をいただき、皆様からのご意見を頂戴したいと思っ
ております。どうぞよろしくお願いいたします。
　それでは会議の１ということで、平成３０年度当初予算の概要について
事務局より説明をお願いいたします。

資料

資料１　平成３０年度当初予算の概要について

資料２　第三次行革実施計画の取組状況について

　　　　　　補助金の合理化

Ⅰ開会 開会

　皆様こんにちは。それではご案内いたしました時間が参りましたので、
只今より本年度第２回目の行政改革推進協議会を開催させていただき
ます。
　それでは会議に先立ちまして、北川副市長よりごあいさつ申し上げま
す。

　皆様こんにちは。本日は平成２９年度の第２回目の坂井市行政改革推
進協議会に、大変お忙しいところご出席いただきまして、ありがとうござ
います。今年は２月に３７年ぶりという大雪に見舞われまして、除雪等々
において皆様にはご迷惑をおかけしましたことに対しまして、心からお詫
び申し上げたいと思います。
　さて、坂井市におきましても、明日でちょうど１２年目ということでござい
ます。皆様のいろいろなご協力のおかげで、市政も順調に推移しており、
行革におきましても平成２９年度から第三次行革を進めているところでご
ざいます。行政改革は職員の意識改革が非常に重要と思っておりまし
て、現在に至っているところでございます。皆様にも行革大綱をつくって
いただき、現在進行しているところでもございます。いろいろ課題もござい
ますが、職員一丸となって今後も行政改革を進めるよう考えております
ので、今後とも特段のご協力のほどよろしくお願いしたいと思います。
　本日は、平成３０年度当初予算の概要、また第三次行革の進捗状況に
ついて、これから報告させていただきますので、委員皆様のいろいろなご
意見をいただいて、実りある会議にしたいと思いますので、よろしくお願
いいたします。

　ありがとうございました。
　早速ですが、会議の方に入らせていただきたいと思います。ここからは
井上会長の進行によってお願いしたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

第８回　坂井市行政改革推進協議会

平成３０年３月１９日（月） １４：００-１５：３０

坂井市役所　３０１会議室

井上会長、池上委員、北島委員、栗原委員、関委員、中川委員、橋本委員、細川委員、
松井委員、松江委員、盛政委員

なし

副市長、総務部長、総務部次長兼総務課長、財務部長、財務部次長兼財政課長、
行政経営課長、同課長補佐、西出主任、木下主任
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（財務次長）

(井上会長)

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（総務部長）

（委員）

（総務部長）

　整備自体は終了しました。坂井町のことで言えば、以前は個別受信機
だったので、家の中に受信機がついており、家の中で聞けたという部分
がありました。それがなくなり、外に大きなスピーカーを建ててという状況
になったので、聞こえない、聞こえにくい、言葉がわかりにくいという声を
聞いています。個別無線機をやめた理由は、電波自体が使えないという
中で、坂井市全体が今後どうしていくのか、どう計画を立てていくのかを
模索した結果、防災無線の設備という形をとってきた訳です。基本的に
は外にいる方に発信しようということが中心なので、なかなか最近では密
閉性の高い家の中にいては聞こえないという状況はあるかと思います。
また、情報伝達の一つの手段として、防災・行政メールやスマートフォン
から直接情報を出すようなことも、国の方でもさせていただいているとこ
ろもございます。いろいろなツールを使って、災害時の情報を発信させて
いただくというような中の一つであるというふうに思っていただけたら、あ
りがたいと思っています。国の方も北朝鮮の問題等で、いろいろ聞こえな
いとの声が全国的にもクローズアップされてきている現実もあります。い
ろいろなことを考えながら、新たな政策が出てくることは十分にあると
思っていますが、時期をみて必要があれば考えていきたいと思いますの
で、ご理解いただきたいと思います。

　一つのアイディアとして、昔は太鼓や半鐘の打ち方で集落内・地域内の
連絡事項がある程度把握ができました。音で何の知らせかがわかるよう
な工夫をしてもらいたい。

　Ｊアラートにおいては音の鳴らし方は決まっていますが、周知されてい
ないことが現実であり、それらを周知していかなければならないと思って
います。ミサイル、地震、津波に伴ったものとしてはわかれています。そ
れら以外で個別で市が鳴らすことは、Ｊアラートと混同する可能性がある
ので、注意しながらまた研究させていただきます。

Ⅱ会議

１．平成３０年
度当初予算
の概要につい
て

【資料１】　平成３０年度当初予算の概要について説明

　ありがとうございました。それではただ今のご説明について、ご質問や
ご意見がございましたらお伺いしたいと思います。
　どの箇所でも結構です。気になる点がございましたら、ご質問等をお受
けしたいと思います。

　３０年度当初予算は骨格予算ということで、新しい政策に関わる予算と
いうものは計上していないというようなご説明だったかと思いますが、４
ページの黒星印の新規事業は、新しい政策には該当しないものなのか、
新しい事業だけれども、６月議会まで待てずにせざるを得ないというよう
な事業なのか、その辺の考え方はどうですか。

　強い農業づくり事業や産地パワーアップ事業については、事業主体をＪ
Ａが行うということ、市の政策とは若干違うものという中で、あわら市と共
同で行う事業もあり、当初予算の中で計上しています。

　６月議会までに執行しなければならないとは限らないのか。坂井市だけ
が予算を積まないという判断をすべきようなものではなく、他の市町村に
も関係するので、当初から積まないといけないというふうに理解すればよ
いのか。

　そういったこともあります。国の補助金もいただく事業ともなっているの
で、予算に計上し、国に申請するという裏付け部分があります。

　防災行政無線事業のＪアラートについて、ほとんどの集落内では聞こえ
ない状況で、失敗だったのではないかなと思っています。昔、各家庭に
あった無線案内の方が聞こえたような気がします。聞こえる所では何を
言っているか全くわからない、聞こえない所では雑音にしか聞こえないと
言われています。どこの集落で意見を聞いてもそうであるため、見直しや
本当に聞こえているかどうかということも含めた予算の反映となっている
のか、そのまま整備していくつもりなのかどうですか。
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（委員）

（総務部長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（財務次長）

(井上会長)

（委員）

（財務部長）

（委員）

（財務部長）

　全体でコミセンは２３ありますがどうですか。

　どの規模でどこまでやるかというところで、今から設計をしてやるところ
もあります。概ね想定としてはもっていますが、事業費としてみるのでそ
れを調整するとかではないです。

　委託先は母子寡婦福祉連合会です。県もそちらに委託しており、市も
同じような形で委託するものです。

　これからは子育て支援課の方で事業をしていくのですか。

　そうです。

　他にいかがでしょうか。

　コミュニティセンター施設整備事業について、トータル何年計画で、総事
業費はどれくらい見込んでいますか。

　事業計画としては５年です。３１年度ですべてのコミセンの改修や改築
を終える予定です。事業費については、特別全体としてもっているものは
ないですが、３０年度、３１年度に委託をかけて設計額等が決まってくると
いうことです。

　はい、ありました。引き続き県の補助金をもらって、市が主体となってや
るという事業です。

　坂井市内のどこの地域ですか。

　春江中コミセンと東十郷コミセンです。

　地域で手を挙げたところに助成されていたということですか。

　学習塾のようなもので、そこに児童が来て勉強するような形です。

　母子寡婦の何とかに委託して、運営していると聞いたことがありますが
どうですか。

Ⅱ会議

１．平成３０年
度当初予算
の概要につい
て

　音が鳴った後、その後どうしたらいいのかということが、自主防災組織
が設置されている所は何となくわかりますが、Ｊアラートの場合のお示し
がいただけるとありがたいですがいかがでしょうか。

　ミサイル、地震、台風など災害によって対応の仕方が変わってきます。
国や県からも様々な媒体を使って情報発信をさせていただいています
が、工夫させてもらいながら精一杯伝えさせていただきます。

　ひとり親家庭児童学習支援事業について、今まではなかった事業です
か。

　今までは県が主体となって取り組んでいました。県からの移行で市が
主体となってやるようになったというものです。

　市として県の予算をもらって実施していた場所があったのですか。
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（委員）

（財務部長）

（副市長）

（委員）

（副市長）

（委員）

（副市長）

(井上会長)

（委員）

（総務次長）

（財務次長）

(井上会長)

（副市長）

(井上会長)

（課長補佐）

(井上会長)

　国家公務員の定年は６０歳ですが、今までは公的年金が６０歳であ
たったものが、今は３年間年金がもらえない中で、再任用制度を採用し
てカバーしています。

２．第三次行
革実施計画
の取組状況
について

　他にいかがでしょうか。
　それでは会議の２ということで、第三次行革実施計画の取組状況につ
いて事務局より説明をお願いいたします。

【資料２】　第三次行革実施計画の取組状況について説明

　ありがとうございました。それでは只今のご説明について、ご質問やご
意見がございましたらお伺いしたいと思います。

　いろいろ課題もありますので、今後、多角的に検討し受け入れをしたい
という考えで、今回予算を計上しています。

　他にいかがでしょうか。

　３ページの歳出の中の人件費について、合併することにより人件費が
削減されるという話であったかと思いますが、過去をみていくと増減はあ
りますが、ある程度平均的な値ではないかなと思います。今後もずっとこ
れぐらいの人件費として予想されているのか、まだ逆に増えていくのか、
減っていくのかを教えていただきたい。
また、人件費に関連して、学校の支援員は今後増えることが予想されま
すが、人件費に含まれることになりますか。

　人件費については、定員適正化計画の中でも６９０～７００人でほぼ変
わらない数字で５年間の計画を立てています。大量の退職も一段落とい
うことで、ほぼこのぐらいで推移していくだろうという見方をしています。ま
た学校関係については、人件費ではなく物件費の中に入るものです。

　支援員は賃金という形で支払っているので、物件費という中で計上され
ます。

　人件費に関連して、定年が伸びることへの影響はどのように考えてい
ますか。

Ⅱ会議

１．平成３０年
度当初予算
の概要につい
て

　だいたいいくらぐらいかかるのですか。つかみの数字はないのか。

　今年で約１７～１８億円です。

　地元要望等を加えると多少動きますが、その中で必要なものを整備し
ていきます。トータルで約３７億円ぐらいになるのではないのかと思いま
す。

　クルーズ船誘致事業について、金額はわずかですが、市のホームペー
ジを見られた方が、いよいよ三国にもクルーズ船がということ言っていま
した。今までクルーズ船については敦賀ばかりでありましたが、坂井市と
しても観光の目玉として力を入れてやっていただきたいと思います。

　港も様々あり、敦賀港は大きな船も入ってこれる港です。福井港もある
程度限られており、定期的には入ってはいません。これからは定期的に
入ってもらえるように、船会社との営業活動をやろういうもので、今年は
予算的には少ないですが、将来的な経済効果を期待して、積極的に市と
しても取り組もうと考えています。

　客船の飛鳥や日本丸が来たときに、市として食事場所や駐車場等に対
応できるように、予算にも力を入れていくとよいと思います。
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（委員）

（課長補佐）

（委員）

（財務次長）

（委員）

（課長補佐）

（委員）

(井上会長)

(井上会長)

（委員）

（課長補佐）

(井上会長)

（副市長）

(井上会長)

（委員）

　丸岡文化財団運営補助金について、補助や委託事業を整理したという
ことですが、予算額が増えている理由は何ですか。

　丸岡文化財団の財源として、補助金による運営補助と建物を管理して
いただく指定管理者委託料をもっていました。補助事業でみるべきもの
と、指定管理者委託料としてみるべきものを仕訳した結果、補助金は増
えましたが、委託料は減ったという形です。指定管理者委託料の中にも、
財団が運営すべき人件費が含まれていたものを調整したということで
す。

　すべての補助金は原則として３年に１度、ゼロベースで見直すことに
なっていますが、３年でやめますという、出す側と受け取る側が理解して
いるということでよいですか。３年経ったらゼロということで、そうであって
もゼロベースで見直すということなので、どれくらい双方が理解している
のかということが難しいと思いますがどうですか。

　団体補助は前年並みの活動をしているのが現状です。担当部署で活
動内容をチェックし、趣旨が違うものについては削減して見直すというこ
とが重要だと思います。３年に１回は全体的に見直しする考えであり、３
年で切ってしまうということではありません。補助金の固定観念だけでは
なく、常日頃の見直しの中で検証していかなければと思っていますので、
担当課の意識も併せて考えられたいものです。

　課長だけでなく部長のチェックもはいるということなので、今言われたこ
とをやっていただくとよいと思います。

　補助金を申請する時には担当課へ行ってお願いしますが、市として補
助金募集をするというやり方をしていますか。

　補助金がすべてではないですが、歳出のその他経常経費等の補助金
等に入っています。

　女性の会運営補助金について、段階的に補助金削減と書かれていま
すが、やっている事業とは関係なく、補助金だけを下げていくということで
すか。

　違います。補助金等合理化委員会で削減の指導がされた補助金です。
平成２８年度から削減されてきており、削減は終わったと聞いています。
そのため予算額が変わっていません。活動内容について指導していると
いうところで、改善という所管課からの検証結果があがってきているもの
です。

　女性の会も四町にわけて助成しています。お金を下げるということでは
なく、活動について市の方も指導する必要があると思います。必要なも
のを削減するというのではなく、指導をしながら団体を支援することが大
事だと思います。

　補助金等合理化委員会に私も関わりましたが、決して金額だけをみて
いこうというのではなく、活動内容や公益性を含めてみていこうというもの
でした。団体によってはいろいろ経緯があって、設立されて運営されてい
るところがあるので、急激に変えていくこともなかなか難しく、単純に割り
切ることもできないこともありました。それら残った部分の中で、市と各団
体と調整をして、方向性を一つにしてもらえばいいというふうに感じまし
た。

　他にいかがでしょうか。

Ⅱ会議

２．第三次行
革実施計画
の取組状況
について

　２５３件の補助金以外の補助金はありますか。

　これでほとんどです。３年間で予算配当があった補助金なので、補助金
の配当がないものも一部はありますが、原則全ての補助金という形で
す。

　それらの補助金については、３ぺージの歳出の補助金等6,573,428千
円の中に入っていますか。
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(行政経営課長)

（委員）

(行政経営課長)

(井上会長)

（委員）

（副市長）

（委員）

（副市長）

（井上会長）

(行政経営課長)

(井上会長)

(行政経営課長)

Ⅲ閉会 閉会

　他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。
　それでは本日の会議につきましては以上で終了とさせていただきま
す。円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございました。事務局
に進行をお返しいたします。

　本日も長時間にわたりまして、ご協議いただきましてありがとうございま
した。委員の皆様は、本年度をもちまして任期が終了ということで、１年
目から第三次行政改革大綱に携わっていただいたということで、会議も
非常に多くあり本当にありがたかったと思います。この場をおかりいたし
まして、改めてお詫びと御礼を申し上げたいと思います。また、新年度に
入りましたらそれぞれの各団体から、また第６期はまちづくり協議会を中
心としたところから役員を出していただいたということで、今後同様な時
期ということもありまして、推薦等をいただきたいと考えていますので、そ
の際には是非ともお引き上いただきたいと思います。
　以上をもちまして、本日の会議を終了させていただきます。ありがとうご
ざいました。

Ⅱ会議

２．第三次行
革実施計画
の取組状況
について

　特にございません。

　３月１０日付けの新聞記事（庁舎建設記事）を見て、率直によかったな
と一市民として思いました。完成を楽しみにしています。
また、合併して１０年が経ち、安定した市政運営の中で、職員数について
わからないことがあります。平成３０年度予算状況と合わせて、職員数が
このように変わってきましたということを広報でアピールされてはどうです
か。

　合併して明日で１２年目となります。職員数の動きについては、市民に
知らせることも必要だと思いますので、検討していきたいと思います。

　悪い意味ではないですが、「職員は暇ではないのか」ということを最近
は聞かなくなりました。頑張っているというありがたい声が届きます。今後
も限られた人数の中で、職員にも頑張っていただきたいし、そのような状
況がわかるものを広報を通じて活動願います。

３．その他

　他にいかがでしょうか。
それでは次のその他についてですが、行政改革全般や補助金、予算に
ついて、何かご意見等ございましたお伺いいたしますが、いかがでしょう
か。
　私からということで、今回は補助金の合理化に絞られていますが、その
他の補助金に関しては、だいたいイメージとしてはどのようなものです
か。進んでいるということで理解すればよろしいですか。
　８月にご説明しました第三次行政改革大綱実施計画の４９項目ある中
の一つが、補助金の合理化ということになっています。そのうち、ある程
度着手見込があるもの、ゼロベースで真っさらで考えるものがあり、一年
経った時に行政経営課と所管課がヒアリングをし状況を確認した上で、
新年度１０月ごろを目途に全体の進捗状況を報告させていただこうと
思っています。

　ありがとうございます。職員の励みにもつながりますので、一つの情報
公開の中でもやっていきたいと思いますので、ご理解いただきたいと思
います。

　担当課へ行くと、実績がないから予算や補助金は認められないと開口
一番に言われるので、実績を積むというよりは、活動をしてやりたいとい
うところを認めるというようなやり方は考えていないのでしょうか。

　委員が言われるのは、手挙げ方式のような形になるかと思います。今
は具体的には考えていません。アイディアとしてこのような補助金がある
のでどうですかと、名乗ってくださいというようなやり方になっているの
で、ご意見として賜っておきます。

　他にいかがでしょうか。
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